
 

 

 

 

 

 

 

森林経営管理制度委託業務（大町市森林経営管理事業）  

大町市森林経営管理制度実施方針に基づいた、減災・防災・鳥獣対策を 

主目的にした森林整備を実施  

（丸太筋工は雨裂を防ぎ表土の移動を抑え下層植生を繁茂させるため）〕 

 

 

◇減災・防災を目的とした森林整備 

【施業前】                 【施業後】 

 

 

 

◇鳥獣対策を目的とした通学路の森林整備 

【施業前】                 【施業後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度に 長野県 大町市 で「森林環境譲与税」を活用した取組み 

 １．森林経営管理制度事業 森林整備 



 

 

 

北アルプス圏域 5 市町村では、森林の経営管理や活用を通じて、地域の豊かな暮ら

しに寄与するために、「北アルプス森林林業基本計画（以下「基本計画」という。）」を

策定した。この計画は、森林が地域の財産であることを認識し、中長期的な視点で森

林の役割を活かしていくことを目指している。 

この基本計画のうち「圏域編」では、圏域での連携として取り組む森林経営管理の

基本方針、実行計画、その推進主体の役割を示している。 

また、基本計画のうち、圏域を構成する 5 市町村の「実務・手引編」は、それぞれ

の市町村の特徴、独自性、自立性を考慮した担当者のマニュアル（教本）を主目的に

作成した。 

「圏域編」、「実務・手引編」は、互いに連携・補完して使用するものである。 

  

 
図-1 北アルプス森林林業基本計画「圏域編」と「実務・手引編」の位置付け 

  

 ２．「北アルプス森林林業基本計画」の策定 



 

 

 森林経営管理制度委託業務（大町市森林経営管理事業）を実施した水源涵養林整備

箇所の実施目的、事業内容の周知啓発のための看板を設置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大町市と姉妹都市提携を結んでいる立川市から「大町自然体験」として、鷹狩山市

有林内にある「立川市民の森」において、白樺の植栽、森林整備、木工体験を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．森林環境譲与税事業啓発用看板設置 

 ４．姉妹都市交流事業 


